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第
百
四
十
六 

  
 

時
代
の
人
び
と 

② 
   
 
 
 
 

一 
  

「
Ｅ
Ｄ
Ｐ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
登
場
し
た
人
び
と
の
話
を
続
け
る
。 

  

中
島
朋
夫
（
な
か
じ
ま
・
と
も
お
） 

 

こ
の
人
物
は
こ
れ
ま
で
に
数
回
登
場
し
て
い
る
。 

 

日
本
能
率
協
会
に
所
属
し
、
新
居
崎
邦
宜
理
事
の
も
と
で
Ｅ
Ｄ
Ｐ

研
究
所
を
立
ち
上
げ
、
自
ら
そ
こ
の
部
長
に
就
任
し
た
。「
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｖ
Ａ
Ｃ 

Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
」
を
導
入
し
、
若
手
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に 

 

「
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
分
か
ら
な

く
て
ど
う
す
る
」 

 

と
ハ
ッ
パ
を
か
け
、
そ
の
か
た
わ
ら
民
間
企
業
か
ら
計
算
業
務
と

シ
ス
テ
ム
開
発
を
受
託
し
た
。 

 

日
本
レ
ミ
ン
ト
ン
・
ユ
ニ
バ
ッ
ク
か
ら
下
條
武
男
を
引
き
抜
き
、

女
性
初
の
Ｓ
Ｅ
と
な
っ
た
大
黒
節
子
を
育
て
た
。 

 

一
九
六
六
年
に
Ｅ
Ｄ
Ｐ
研
究
所
が
事
実
上
閉
鎖
さ
れ
た
と
き
、
日

本
Ｅ
Ｄ
Ｐ
の
前
田
久
吉
に
招
か
れ
専
務
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
振
興

協
会
の
母
体
と
な
っ
た
「
四
社
会
」
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。 

 

七
二
年
に
情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
に
移
っ
て
開
発
振
興
部
長
を

務
め
た
の
ち
、
日
本
能
率
協
会
時
代
に
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
と
し
て
招

い
た
鵜
沢
昌
和
の
関
係
で
青
山
学
院
大
学
教
授
に
転
身
し
た
。『
電

子
計
算
機
は
こ
う
使
わ
れ
て
い
る
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
業
界
で

は
「
ト
モ
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
た
。 

  

松
田
武
彦
（
ま
つ
だ
・
た
け
ひ
こ
） 

 

一
九
二
一
年
（
大
正
十
）
大
阪
府
に
生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
工

学
部
を
卒
業
し
た
。
第
二
次
大
戦
時
中
、
広
島
県
呉
の
海
軍
工
廠
で

技
術
中
尉
と
し
て
魚
雷
の
生
産
に
従
事
し
た
。
こ
こ
で
部
品
の
配
置

や
生
産
組
織
を
工
夫
し
て
生
産
性
を
三
倍
に
改
善
し
た
。
こ
れ
が
人

を
殺
傷
す
る
こ
と
が
目
的
の
道
具
で
な
け
れ
ば
、
大
き
な
功
績
と
し

て
の
ち
の
ち
も
称
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
。 

 

終
戦
間
際
に
人
間
魚
雷
「
回
天
」
の
開
発
に
従
事
し
、
こ
の
と
き

特
攻
兵
と
し
て
訓
練
を
受
け
て
い
た
吉
澤
幹
夫
（
戦
後
「
吉
澤
ビ
ジ

ネ
ス
マ
シ
ン
ズ
」
社
長
）
と
知
り
合
っ
た
。 

 
終
戦
後
、
公
職
追
放
を
受
け
た
が
五
一
年
に
ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
ネ

ギ
ー
工
科
大
学
工
業
経
営
大
学
院
に
留
学
し
て
博
士
課
程
を
修
了
し

た
。
工
学
博
士
（
東
京
工
業
大
学
）、
名
誉
法
学
博
士
（
カ
ー
ネ
ギ

ー
・
メ
ロ
ン
大
学
）。 

 

東
京
工
業
大
学
教
授
の
と
き
、
日
本
能
率
協
会
の
講
師
と
し
て
活
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躍
し
た
。
東
京
都
立
商
科
短
期
大
学
の
竹
中
直
文
な
ど
と
と
も
に

「
Ｅ
Ｄ
Ｐ
リ
サ
ー
チ
・
レ
ポ
ー
ト
」
を
発
行
し
た
り
も
し
た
。
の
ち

同
学
長
な
ど
を
経
て
一
九
八
五
年
産
業
能
率
大
学
の
学
長
に
就
任
し

た
。 

 

国
際
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
学
会
連
合
（
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
）

会
長
、
日
本
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
学
会
会
長
、
シ
ス
テ

ム
監
査
学
会
会
長
、
日
本
経
営
情
報
学
会
代
表
理
事
、
シ
ス
テ
ム
・

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長
、
経
営
情
報
学
会
会
長
な
ど
を
歴

任
し
た
ほ
か
、
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
、
産
能
大
学
名
誉
学
長
・

名
誉
教
授
で
も
あ
っ
た
。 

 

八
七
年
四
月
に
発
足
し
た
シ
ス
テ
ム
監
査
学
会
の
会
長
に
就
任
し

た
と
き
、
こ
の
人
は
産
能
大
学
の
学
長
を
務
め
て
い
た
。
新
宿
か
ら

小
田
急
線
に
乗
っ
て
「
大
井
松
田
」
駅
ま
で
行
っ
た
は
い
い
が
、
そ

こ
か
ら
先
の
交
通
が
不
便
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。 

 

「
カ
ー
ネ
ギ
ー
工
科
大
学
に
留
学
し
た
と
き
、
ア
メ
リ
カ
最
大
の

鉄
鋼
会
社
で
あ
る
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
の
売
上
高
よ
り
、
日
本
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ

が
小
さ
い
こ
と
に
愕
然
と
し
た
。
経
営
に
Ｏ
Ｒ
（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
・
リ
サ
ー
チ
）
が
必
要
だ
と
実
感
し
た
の
は
こ
の
と
き
で
し
た
」 

 

と
語
っ
て
い
た
。 

 

企
業
組
織
論
、
計
画
経
営
論
を
発
展
さ
せ
、「
組
織
と
人
の
結
び

つ
き
を
人
工
知
能
で
最
適
化
す
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
る
」
と
楽
し

そ
う
に
話
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 

 

勲
二
等
瑞
宝
章
、
正
七
位
従
三
位
を
受
け
、
一
九
九
九
年
没
。
享

年
七
十
八
。 

  

水
野
幸
男
（
み
ず
の
・
ゆ
き
お
） 

 

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
静
岡
県
に
生
ま
れ
、
一
九
五
三
年
東
京

工
業
大
学
工
業
経
営
学
科
を
卒
業
し
て
日
本
電
気
に
入
っ
た
。
六
四

年
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
事
業
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
部
長
、
七
六
年

情
報
処
理
営
業
計
画
本
部
長
、
七
八
年
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
部
支
配

人
兼
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
本
部
長
並
び
に
情
報
処
理
営
業
計
画

本
部
長
、
八
〇
年
取
締
役
、
八
三
年
常
務
、
九
一
年
副
社
長
、
九
四

年
に
退
任
し
技
術
戦
略
室
長
を
委
嘱
さ
れ
九
八
年
Ｎ
Ｅ
Ｃ
イ
ン
フ
ロ

テ
ィ
ア
会
長
と
な
っ
た
。 

 

日
本
電
気
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
事
業
の
草
創
期
を
支
え
、
電

電
公
社
の
「
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
当
初
か
ら
か
か
わ
っ
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
本
部
の
部
長
を
経

て
本
部
長
を
務
め
、
国
産
Ｏ
Ｓ
の
確
立
に
貢
献
し
た
。 

 

日
本
情
報
処
理
学
会
会
長
な
ど
多
く
の
公
職
を
歴
任
し
、
日
本
電

気
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
国
内
の
情
報
産
業
、
と
り
わ
け
ソ
フ
ト
／
サ

ー
ビ
ス
の
技
術
的
発
展
を
心
に
と
め
て
い
た
。 

 
七
五
年
に
交
通
事
故
に
あ
い
、
左
肩
腕
骨
を
折
っ
て
入
院
し
た
。

四
か
月
ほ
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
期
間
に
『
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
最
適
化
』
を

書
き
上
げ
た
。
ソ
フ
ト
の
品
質
と
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
、
ヒ
ュ
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ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
を
ど
う
解
消
す
る
か
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
を
機
械

化
で
き
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
て
い
た
。 

 
丸
っ
こ
い
顔
つ
き
で
、
笑
う
と
た
い
て
い
の
人
が
親
し
み
を
持
っ

た
。
話
し
方
も
温
和
で
、
記
者
た
ち
と
会
う
と
き
は
難
し
い
技
術
の

話
を
な
る
べ
く
分
か
り
や
す
く
話
そ
う
と
懸
命
に
努
め
て
い
た
。 

 

聞
き
な
が
ら
、 

 

―
―
さ
ぞ
ま
ど
ろ
っ
こ
し
い
こ
と
だ
ろ
う 

 

と
、
内
心
で
同
情
し
た
記
憶
が
あ
る
。 

 

こ
の
人
は
、
写
真
を
取
ら
れ
る
と
き
、
あ
ご
を
突
き
出
す
癖
が
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
に
ど
う
し
て
も
憮
然
と
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
て
い
る
よ

う
な
、
あ
ま
り
好
ま
し
く
な
い
イ
メ
ー
ジ
の
写
真
が
出
来
上
が
っ
て

し
ま
う
。 

 

「
ど
う
し
て
も
こ
う
な
っ
ち
ゃ
う
。
困
っ
た
も
ん
だ
」 

 

新
聞
や
雑
誌
に
載
っ
た
自
分
の
写
真
を
見
て
は
こ
ぼ
し
て
い
た
。 

 

二
〇
〇
三
年
一
月
死
去
。
享
年
七
十
四
。 

  
 
 
 
 

二 
  

特
筆
す
べ
き
は
清
正
清
で
あ
る
。 

 

「
清
正
」
と
い
う
と
、
豊
臣
秀
吉
の
子
飼
い
で
肥
後
・
熊
本
に
居

を
構
え
た
虎
退
治
の
大
名
が
あ
ま
り
に
も
有
名
な
た
め
、
思
わ
ず

「
き
よ
ま
さ
」
と
読
ん
で
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
素
直
に
「
せ
い
し
ょ

う
」
と
読
め
ば
い
い
。 

 

こ
の
人
物
は
行
政
管
理
庁
の
行
政
管
理
局
調
査
班
を
指
揮
し
、
次

い
で
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
管
理
官
に
就
任
し
た
。 

 

体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
。 

 

小
児
麻
痺
の
後
遺
症
で
右
目
と
右
手
が
自
由
に
な
ら
な
か
っ
た
。

自
ら
「
身
体
障
害
者
」
と
口
に
し
た
の
は
、
矜
持
の
表
わ
れ
だ
っ
た
。

と
も
に
〝
同
志
〞
と
呼
び
合
う
関
係
に
あ
っ
た
平
松
守
彦
（
当
時
、

通
産
省
電
子
工
業
課
長
）
は
、 

 

「
頭
脳
は
す
ば
ぬ
け
て
優
れ
て
い
た
。
ピ
カ
イ
チ
だ
っ
た
」 

 

と
述
懐
す
る
。 

 

「
相
手
の
気
持
ち
を
と
て
も
思
い
や
る
人
で
ね
。
と
い
う
の
は
、

面
会
に
来
た
人
は
彼
が
右
目
、
右
手
が
自
由
に
な
ら
な
い
こ
と
を
知

っ
て
も
、
ま
さ
か
、
ど
う
な
さ
っ
た
ん
で
す
か
、
と
は
訊
け
な
い
じ

ゃ
な
い
か
。
彼
が
自
分
か
ら
身
体
障
害
者
と
口
に
し
た
の
は
、
そ
う

す
れ
ば
相
手
の
精
神
的
な
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
」 

 

こ
れ
よ
り
や
や
の
ち
、
通
産
省
の
平
松
、
情
報
産
業
振
興
議
員
連

盟
事
務
局
の
山
岡
剛
、
構
造
計
画
研
究
所
の
服
部
正
と
合
わ
せ
て

「
情
報
化
四
天
王
」
と
称
さ
れ
た
。 

 
―
―
行
政
手
続
き
の
近
代
化
に
は
電
子
計
算
機
の
活
用
が
欠
か
せ

な
い
。 

 

と
い
う
論
を
展
開
し
て
、
六
五
年
二
月
に
社
団
法
人
行
政
事
務
機
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械
化
研
究
会
の
設
立
に
尽
力
し
、
中
央
省
庁
の
み
な
ら
ず
地
方
自
治

体
に
お
け
る
計
算
機
の
利
用
を
促
し
た
。「
Ｅ
Ｄ
Ｐ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

が
伝
え
る
と
こ
ろ
の
中
央
官
庁
に
お
け
る
Ｐ
Ｐ
Ｂ
Ｓ
の
構
築
は
、
こ

の
人
物
が
提
唱
し
推
進
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

一
九
六
八
年
の
七
月
、
行
政
管
理
庁
の
長
官
だ
っ
た
木
村
武
雄
が
、 

 

「
中
央
官
庁
の
官
僚
た
ち
は
、
国
会
向
け
の
資
料
作
り
を
仕
事
だ

と
心
得
違
い
を
し
て
い
る
。
か
よ
う
な
仕
事
は
電
子
計
算
機
に
や
ら

せ
れ
ば
い
い
」 

 

と
語
っ
た
背
後
に
清
正
が
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
経
団
連
が
、
民
間
企
業
の
法
人
税
の
申
告
を
磁
気
的
記
録
も

し
く
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
代
用
で
き
な
い
か
、
と
国
税
庁
に
要

請
し
た
と
き
、 

 

―
―
そ
れ
は
商
法
と
税
法
の
問
題
で
あ
る
。 

 

と
見
抜
い
た
の
も
清
正
で
あ
っ
た
。 

 

つ
ま
り
法
改
正
で
抜
本
的
な
解
決
を
ね
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
電
磁

的
記
録
を
紙
媒
体
に
よ
る
公
式
文
書
に
準
ず
る
と
す
る
こ
と
で
、
地

方
税
の
事
務
処
理
も
電
子
計
算
機
の
対
象
と
な
っ
た
。 

 

中
央
官
庁
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
通
産
省
が
推
進
す
る
電
子
工

業
振
興
策
や
情
報
産
業
育
成
策
を
管
理
監
督
す
る
立
場
か
ら
指
導
し
、

と
き
に
異
論
を
唱
え
る
こ
と
で
行
き
過
ぎ
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
と

き
に
側
面
か
ら
支
援
し
た
。 

 

ソ
フ
ト
／
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
振
興
・
育
成
に
か
か
わ
る
通
産
省
の

施
策
に
清
正
が
難
色
を
示
し
た
の
は
、
唯
一
、「
株
式
会
社
協
同
シ

ス
テ
ム
開
発
」（
Ｊ
Ｓ
Ｄ
）
の
設
立
だ
っ
た
。
設
立
は
一
九
七
六
年

だ
か
ら
、
そ
の
前
年
と
い
う
の
が
正
し
い
。 

 

官
僚
た
ち
と
自
民
党
と
の
橋
渡
し
役
だ
っ
た
山
岡
剛
は 

 

「
清
正
さ
ん
は
消
極
的
だ
っ
た
。
私
は
行
管
の
清
正
さ
ん
の
部
屋

に
行
き
、
二
人
だ
け
で
談
じ
た
。
相
当
険
悪
な
空
気
が
流
れ
、
話
は

物
別
れ
に
な
っ
た
。
後
年
、
清
正
さ
ん
が
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究

所
に
移
ら
れ
て
し
ば
ら
く
経
っ
た
頃
、
中
華
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、

当
時
の
こ
と
を
語
ら
れ
、
真
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
時
、

私
は
清
正
さ
ん
の
深
い
人
間
性
に
触
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
」 

 

と
し
か
語
っ
て
い
な
い
。 

 

山
岡
を
し
て
秘
匿
せ
ざ
る
を
得
な
い
理
由
と
は
い
か
な
る
も
の
だ

っ
た
の
か
は
、
も
は
や
知
る
由
も
な
い
。 

 

官
吏
と
し
て
伏
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
事
情
は
あ
っ
た
に

せ
よ
、
そ
の
人
柄
は
大
ら
か
で
な
か
な
か
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
。 

 

国
会
議
員
た
ち
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
と
は
い
か
な
る
も

の
か
を
説
明
す
る
と
き
、 

 
―
―
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
は
ピ
ア
ノ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
楽
譜
で
あ
る
。 

 
と
い
う
表
現
を
し
た
。 

 
こ
こ
ま
で
は
い
い
の
だ
が
、
そ
れ
に
続
け
て
、 

 

「
し
か
し
私
は
ハ
ー
ド
は
女
体
、
ソ
フ
ト
は
男
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ

と
思
う
。
ソ
フ
ト
次
第
で
ハ
ー
ド
は
ど
の
よ
う
に
も
動
く
も
の
で
あ



＝巻之二十 稜威＝ 

 38 

る
」 

 
な
ど
と
言
っ
て
憚
ら
な
か
っ
た
。 

 
議
員
た
ち
に
は
大
受
け
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
現
今
で
あ
れ
ば
た
だ

ち
に
マ
ス
コ
ミ
の
槍
玉
に
あ
げ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

七
〇
年
代
に
入
っ
て
東
芝
や
富
士
通
、
日
本
電
気
な
ど
か
ら
特
別

待
遇
で
迎
え
る
打
診
を
受
け
た
が
、 

 

―
―
私
の
よ
う
な
者
が
行
っ
た
の
で
は
迷
惑
を
か
け
る
。 

 

と
断
り
続
け
た
。
民
間
へ
の
天
下
り
を
是
と
し
な
か
っ
た
。 

 

の
ち
、
自
ら
手
が
け
た
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
所
に
移
り
、
八

三
年
に
没
し
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

も
う
一
人
、
記
録
に
と
ど
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
山

本
欣
子
で
あ
ろ
う
。 

 

Ｉ
Ｔ
産
業
の
黎
明
期
か
ら
一
貫
し
て
電
子
計
算
機
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
高
度
化
に
努
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
で
数

少
な
い
―
―
た
だ
一
人
と
い
っ
て
い
い
―
―
女
性
と
し
て
活
躍
し
た
。

女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
研
究
者
と
し
て
は
常
に
〝
添
え
物
〞
的
に

扱
わ
れ
が
ち
だ
っ
た
。 

 

以
下
は
情
報
処
理
学
会
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
る

「
パ
イ
オ
ニ
ア
紹
介
」
か
ら
の
引
用
。（
原
文
マ
マ
） 

  

山
本
欣
子
は
１
９
２
８
年
２
月
８
日
東
京
生
ま
れ
。
１
９
４
８
年

に
東
京
女
子
大
学
数
学
科
卒
業
、
同
年
４
月
逓
信
省
電
気
試
験
所
に

入
り
、
そ
の
後
日
本
電
信
電
話
公
社
電
気
通
信
研
究
所
に
移
っ
た
。 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発
の
草
創
期
に
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｍ

Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｏ 

１
（
１
９
５
５
年
完
成
）
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
研
究
開
発
を
担
当
。 

 

そ
の
後
、
日
本
で
商
業
ベ
ー
ス
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
出
現
し
始
め

た
頃
、
１
９
５
８
年
新
設
の
日
本
電
子
工
業
振
興
協
会
国
産
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
共
同
セ
ン
タ
ー
に
移
籍
、
航
空
写
真
地
形
補
正
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
各
種
先
行
的
実
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
プ
ロ
グ
ラ
マ
育
成
に
従

事
。
プ
ロ
グ
ラ
マ
育
成
用
汎
用
ア
セ
ン
ブ
リ
言
語
「
Ｓ
Ｉ
Ｐ
」
を
森

口
繁
一
等
と
開
発
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
法
伝
授
の
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
を
多
数
開
催
。
我
が
国
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
発
展
の
礎
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
た
。 

 

１
９
６
８
年
１
月
設
立
の
日
本
情
報
処
理
開
発
セ
ン
タ
ー
（
現
在

の
日
本
情
報
処
理
開
発
協
会
）
に
電
子
協
共
同
セ
ン
タ
ー
が
事
業
移

管
後
、
開
発
課
長
と
し
て
特
に
新
し
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
研
究
開
発
に

注
力
。
１
９
６
９
年
か
ら
の
国
産
機
に
よ
る
Ｔ
Ｓ
Ｓ
開
発
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
源
流
で
あ
る
米
国
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
を
モ
デ
ル
と
し

た
「
分
散
型
異
機
種
結
合
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：
Ｊ
Ｉ
Ｐ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
を
１
９
７
３
年
か
ら
４
年
間
研
究
開
発
。 
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Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
は
国
産
４
機
種
ホ
ス
ト
を
Ｉ
Ｍ
Ｐ
・
Ｔ
Ｔ
Ｐ
と
高

速
回
線
で
結
合
し
た
汎
用
リ
ソ
ー
ス
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
実
験
シ
ス
テ
ム

で
あ
っ
た
。
そ
の
成
果
は
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｎ
Ｉ
の
参
考
に
な

る
と
と
も
に
、
各
省
庁
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
担
当
共
同
研
究
会
に
よ
る

利
用
実
験
：
Ｒ
Ｓ
Ｓ
に
引
き
継
が
れ
た
。 

 

１
９
８
５
年
に
同
協
会
常
務
理
事
に
就
任
以
降
、
第
五
世
代
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
や
省
庁
審
議
会
委
員
の
歴
任
等
対
外

活
動
の
ほ
か
、
通
産
省
の
情
報
化
人
材
育
成
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

情
報
化
人
材
ビ
ジ
ョ
ン
の
枠
組
み
を
提
案
、
17
種
に
及
ぶ
人
材
育

成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
と
モ
デ
ル
テ
キ
ス
ト
の
開
発
を
指
導
。 

 

１
９
７
５
、
７
６
年
の
情
報
処
理
学
会
理
事
を
務
め
、
１
９
８
０

年
日
豪
共
催
の
第
８
回
世
界
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
議
（
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｐ
８

０
：
組
織
委
員
長
尾
関
雅
則
）
日
本
側
事
務
局
長
を
担
当
し
た
。 

 

１
９
９
７
年
９
月
10
日
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ひ
と
筋
の
真
摯
な
人

生
を
終
え
病
没
し
た
。 

  

い
く
つ
か
を
補
足
し
て
お
く
。 

 

Ｓ
Ｉ
Ｐ
は
「Sym

bolic Input Program

」
の
頭
文
字
を
取
っ
た

も
の
で
、
異
な
る
国
産
メ
ー
カ
ー
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
共
通
の
言
語

方
式
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
。
基
本
的

に
は
ア
セ
ン
ブ
ラ
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
だ
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

「
機
能
」
と
「
ロ
ジ
ッ
ク
」
に
分
割
し
、
記
号
化
す
る
こ
と
で
構
造

化
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
可
能
に
す
る
な
ど
先
進
性
を
備
え
て
い
た
。 

 

七
三
年
か
ら
研
究
開
発
に
着
手
し
た
「
分
散
型
異
機
種
結
合
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
は
、
八
〇
年
代
に
隆
盛

し
た
Ｖ
Ａ
Ｎ
や
、
九
〇
年
代
初
期
に
登
場
し
た
マ
イ
ク
ロ
・
メ
イ
ン

フ
レ
ー
ム
・
リ
ン
ク
（
Ｍ
Ｍ
Ｌ
）
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
。 
 

Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
は
国
産
メ
ー
カ
ー
の
三
機
種
（
日
本
電
気
Ａ
Ｃ
Ｏ

Ｓ
、
富
士
通
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ 

Ｍ
シ
リ
ー
ズ
、
日
立
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ 

Ｍ

シ
リ
ー
ズ
）
を
「
Ｉ
Ｍ
Ｐ
・
Ｔ
Ｉ
Ｐ
」（
Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｉ
Ｐ
の
原
型
）

と
呼
ば
れ
た
プ
ロ
ト
コ
ル
で
相
互
に
結
合
し
た
。 

 

複
数
の
異
な
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
そ
れ
ぞ
れ

に
保
有
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
デ
ー
タ
を
、
あ

た
か
も
一
つ
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
使
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
相
互
に

連
携
す
る
。
す
な
わ
ち
汎
用
リ
ソ
ー
ス
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
実
験
シ
ス

テ
ム
だ
っ
た
。 

 

「
パ
イ
オ
ニ
ア
紹
介
」
文
中
の
「
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
は
、
周
知

の
よ
う
に
東
西
冷
戦
の
緊
張
を
背
景
に
ソ
連
か
ら
の
核
攻
撃
を
恐
れ

た
ア
メ
リ
カ
政
府
と
軍
が
共
同
で
開
発
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

主
要
な
拠
点
に
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
設
置
し
、
そ
れ
を
通
信
回
線

で
相
互
に
接
続
し
て
シ
ス
テ
ム
・
リ
ソ
ー
ス
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

メ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
や
フ
ァ
イ
ル
転
送
シ
ス
テ
ム
で
相
互
の
連
絡
を

密
に
す
る
ね
ら
い
だ
っ
た
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
な
ど
複
数
の
メ
ー
カ
ー
の
ハ
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ー
ド
ウ
ェ
ア
を
適
材
適
所
に
使
用
す
る
に
は
、
異
機
種
間
の
通
信
プ

ロ
ト
コ
ル
を
標
準
化
す
る
か
、
共
通
プ
ロ
ト
コ
ル
を
作
成
す
る
必
要

が
生
じ
た
。
そ
れ
が
こ
ん
に
ち
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
に
発
展
し

て
い
る
。 

 

山
本
に
と
っ
て
研
究
者
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

の
活
動
は
、
五
十
七
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
八
五
年
、
日
本
情
報
処

理
開
発
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
に
就
任
し
た
の
を
機
に
幕
を
下
ろ
し
た
。 

 

以
後
の
山
本
の
活
動
で
こ
ん
に
ち
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
は
情
報

化
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
ろ
う
。 

 

「
情
報
化
人
材
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
枠
組
み
で
示
さ
れ
た
十
七
種
に
及

ぶ
人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
「
専
門
的
情
報
処
理
技
術
者
資
格
」

と
し
て
採
用
さ
れ
、
の
ち
に
台
湾
や
中
国
、
韓
国
お
よ
び
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
の
Ｉ
Ｔ
化
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
。 

 

人
柄
は
非
常
に
控
え
め
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
誰
も
が
そ

の
実
績
と
実
力
を
認
め
、
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
接
す
る
要
因
と
な
っ

た
。
私
生
活
と
公
的
な
立
場
を
明
確
に
切
り
分
け
て
い
た
。
新
聞
や

雑
誌
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
柄

は
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
。 

 

九
七
年
九
月
十
日
没
。
享
年
六
十
九
。
そ
の
葬
儀
は
縁
者
と
ご
く

親
し
い
知
己
の
み
で
行
わ
れ
、
Ｉ
Ｔ
業
界
に
は
人
の
口
を
介
し
て
ひ

そ
や
か
に
伝
え
ら
れ
た
。 

 



第 146 時代の人びと ②（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

下
條
武
男 
し
も
じ
ょ
う
・
た
け
お
：
第
百
十
一
「
日
本
能
率
協
会
」、
第
百

十
四
「
初
の
女
性
Ｓ
Ｅ
」
参
照
。 

『
電
子
計
算
機
は
こ
う
使
わ
れ
て
い
る
』 

Ｅ
Ｄ
Ｐ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
連
載
し

た
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
。 

竹
中
直
文 

た
け
な
か
・
な
お
ふ
み
：
国
内
三
番
目
の
独
立
系
ソ
フ
ト
会
社

で
あ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
リ
サ
ー
チ
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
の
創
業
者
・
丸
森
隆

吾
の
叔
父
で
、
東
京
商
科
大
学
教
授
だ
っ
た
。
早
く
か
ら
電
子
計
算
機
の
有

用
性
に
着
眼
し
、
東
京
・
新
宿
の
成
子
坂
に
あ
っ
た
映
画
館
の
二
階
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
入
門
講
座
を
開
い
て
い
た
。
ま
た
企
業
経
営
に
お
け
る
事
務
改

善
で
は
一
九
六
〇
年
代
に
機
械
装
置
を
駆
使
し
た
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
を

提
唱
し
た
。
二
十
年
後
に
始
ま
っ
た
Ｏ
Ａ
（
オ
フ
ィ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
）
の
預
言
者
の
役
割
を
果
た
し
た
。 

Ｅ
Ｄ
Ｐ
リ
サ
ー
チ
・
レ
ポ
ー
ト 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
情
報
処
理
に
関
す
る

専
門
メ
デ
ィ
ア
が
な
か
っ
た
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
発
行
さ
れ
て
い
た
唯
一

の
情
報
メ
デ
ィ
ア
で
、
日
本
能
率
協
会
Ｅ
Ｄ
Ｐ
研
究
室
の
会
員
に
限
定
し
て

発
行
さ
れ
て
い
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
に
関
す
る
海
外
の
事
情
を
翻
訳

し
て
掲
載
し
た
ほ
か
、
松
田
武
彦
、
竹
中
尚
文
、
中
島
朋
夫
ら
が
論
文
を
寄

せ
て
い
た
。 

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ 

Ｏ
Ｒ
：
そ
も
そ
も
は
第
一
次
大
戦
の
航

空
機
に
よ
る
戦
闘
評
価
を
も
と
に
イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

の
法
則
を
、
ア
メ
リ
カ
が
第
二
次
大
戦
の
作
戦
立
案
に
当
て
は
め
た
。
こ
れ

が
第
二
次
大
戦
後
の
企
業
経
営
に
応
用
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
は
「
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｎ
＆
Ｄ
Ｏ
」
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
る
。 

Ｎ
Ｅ
Ｃ
イ
ン
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア 

一
九
一
八
年
大
阪
市
に
設
立
さ
れ
た
日
本
電

話
工
業
を
母
体
に
電
話
工
事
関
連
四
社
が
合
併
し
て
三
七
年
に
日
本
通
信
工

業
と
な
っ
た
。
戦
後
の
小
売
業
の
発
展
に
伴
っ
て
販
売
時
点
情
報
管
理
（
Ｐ

Ｏ
Ｓ
）
シ
ス
テ
ム
で
日
本
Ｎ
Ｃ
Ｒ
と
並
ぶ
シ
ェ
ア
を
取
っ
た
。
八
七
年
に
社

名
を
「
日
通
工
」
に
変
更
し
た
。
電
話
・
通
信
機
器
の
販
売
・
施
工
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
で
日
本
電
気
と
の
関
係
が
深
く
、
二
〇
〇
一
年
に
日
本
電
気
の
キ

ー
テ
レ
ホ
ン
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
事
業
部
門
と
統
合
し
現
社
名
に
変
更
し
た
。 

協
同
シ
ス
テ
ム
開
発 

Joint System
 D
everopm

ent

：
Ｊ
Ｓ
Ｄ
：
七
三
年

度
に
通
産
省
主
導
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
研
究
開

発
組
合
の
成
果
を
事
業
化
す
る
目
的
で
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
有
志
企
業

が
共
同
出
資
し
て
設
立
さ
れ
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
国
内
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
産
業
の
育
成
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
。 

Ｖ
Ａ
Ｎ 

V
alue A

dded N
etw
ork

：「
付
加
価
値
通
信
網
」
と
翻
訳
さ
れ

る
。
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
脚
光
を
浴
び
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
融
合
を
実
現
し
た
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
と
さ
れ
た
。
し
ば
し
ば

「
何
が
付
加
価
値
か
」
が
問
わ
れ
、
そ
の
回
答
と
し
て
①
加
入
者
公
衆
回
線

と
専
用
回
線
の
相
互
接
続
②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
デ
ー
タ
・
ス
イ
ッ
チ
ン

グ
③
パ
ケ
ッ
ト
（
小
包
）
方
式
に
よ
る
フ
ァ
イ
ル
転
送
―
―
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
た
。
し
か
し
こ
の
回
答
は
い
ず
れ
も
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
な
い
し
技
術
者
サ

イ
ド
の
も
の
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
利
用
者
不
在
の
議
論
だ
っ
た
。
利
用
者

に
と
っ
て
は
「
通
信
料
金
が
安
く
な
る
こ
と
」
が
付
加
価
値
だ
っ
た
。 

マ
イ
ク
ロ
・
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
・
リ
ン
ク 

Ｍ
Ｍ
Ｌ
：
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー
内
蔵
の
端
末
を
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

し
て
利
用
す
る
に
は
、
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
ー
に
対
応
し
た
専
用
プ
ロ
ト
コ
ル
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
Ｖ
Ｔ
１
０
０
、
Ｔ
５
６
０
、
Ｆ
２
９
２
０
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
２
７
０
な
ど
の



第 146 時代の人びと ②（補注） 

  

エ
ミ
ュ
レ
ー
タ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
開
発
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
で
は
パ
ソ

コ
ン
と
し
て
の
機
能
が
同
時
に
使
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
デ
ー
タ
構
造
を
同

期
さ
せ
、
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
で
処
理
さ
れ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
デ
ー
タ
フ
ァ

イ
ル
を
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
加
工
で
き
る
よ
う
に
す
る
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

技
術
が
登
場
し
た
。
ノ
ベ
ル
社
の
オ
フ
ィ
ス
用
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
プ
ロ
ト
コ
ル
「
Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｉ
Ｐ
」
が
普
及
す
る
直
前
の
わ
ず
か
な
間
、

分
散
処
理
の
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
さ
れ
た
。 
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